
スマートシティ官民連携プラットフォームオンラインセミナー

前橋市交通政策課

202１.８.３

持続可能な公共交通と
官民共創まちづくり



前橋市の概要

日本のほぼ中央に位置する中核市

人 口 334,571人
世帯数 152,421世帯
面 積 311.59㎢
標 高 最低64ｍ 最高1,823m 

関東平野の北端から赤城山

市民１人・１日あたり
路線バス利用者数 ・・・・・・・ 中核市44位／48市（2017現在）

2021年4月30日現在
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官民共創のまちづくり
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官民共創のまちづくり「アーバンデザイン」について
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官民共創のまちづくり
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前橋市スーパーシティ構想
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前橋市スーパーシティ構想
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前橋市スーパーシティ構想におけるモビリティ分野イメージ
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都市ＯＳの中での公共交通の在り方
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・群馬県の自動車保有率は全国１位

・公共交通による交通手段分担率の低迷

鉄道・バス 3.5% 自動車 75%

前橋市の交通課題
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前橋市のバス交通の現状
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コロナ禍の影響による収益率低下
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前橋市地域公共交通計画



前橋市地域公共交通計画（都心幹線）

日中最大

15分間隔

本町ライン

中央前橋ライン

独占禁止法特例法
による「共同経営」の
手法を活用
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14

６社共同経営による等間隔運行 ～まちなかにおける利便性向上～



ICT活用：移動困難者を支援するマイタク

【登録条件】
A ７５歳以上の人
B ６５歳以上で運転免許証のない人
C 身体障害者、知的障害者、精神障害者、発達障害者、要介護・要支援認定者、介護予防・

生活支援サービス事業対象者、難病患者・小児慢性特定疾患者、妊産婦（条件あり）
D 運転免許証を自主返納した人または失効した人

平成２８年１月２３日から制度開始。
登録者に対し、タクシー運賃の一部を補助する制度。

【利用方法】

１．利用登録証と利用券での利用 ２．マイナンバーカードでの利用
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ICT活用：移動困難者を支援するマイタク

マイナンバーカードによる、「資格確認」「残り利用
回数」の管理・認証
・平成30年5月14日よりマイナンバーカードによる
本格運行開始
・令和4年度より利用方法をマイナンバーカードに
一本化（予定）

マイナンバーカード
活用の拡張性

便利なサービスの一方で利用者・市財政負担も右肩上がり。

タクシーサービスそのものの利便性向上も含め、持続的な運
用が求められている
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ICT活用：デマンド交通の高度化
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市役所

①
②

③

■前橋市内のデマンド交通は、
①大胡,宮城,粕川地区「ふるさとバス」
②富士見地区「るんるんバス」
③城南地区「城南あおぞら号」（※地域内交通）
の３エリアにて運行中。

支線交通軸(デマンド交通)と
幹線交通軸の連携を強化
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ICT活用：デマンド交通の高度化

令和２年度（MaeMaaS実証実験）
デマンド交通サービスの高度化検証を目的としてAI配車タクシー実証実験を実施
エリア拡大：芳賀・富士見地区
運行方式：ドアツードア型サービス（フルデマンド）
運賃施策：マイナンバーカード×交通系ICカードの連携による運賃割引

(通常運賃500円、市民割引運賃200円）
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自動運転バス実証実験の経過
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自動運転バス実証実験の経過
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実装に向けた課題と今後の展開

２０１８年度

２０２１年度

２０１９年度

●公道での自動走行実施

●社会受容性調査

●２台同時運行

●遠隔監視

●マイナンバーカード活用した乗客管理

２０２０年度

●５Ｇ環境、路側カメラによる

遠隔監視の高度化

●マイナンバーカード×顔認証技術の検証

●蓄積した課題の整理と対策検討

●遠隔管制室、車両の整備（バス事業者）

●インフラ側対応

●遠隔型自動運転の実施

長期実証から社会実装へ

２０２２年度

社会実装に向けた
自動運転バスのステップ

実証実験による
課題の蓄積

実装に向けた
取り組み

車両、管制室整備により長期実証が可能に
遠隔監視オペレーターもバス事業者により実施

通常のシャトルバス
老朽化により要更新

更新にあわせ自動運転化
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MaaSの必要性

・バス事業者だけで6社が存在する前橋市ではMaaSの考え方が重要
・コロナ禍において需要が減少する中、路線の充実は困難

既存路線を束ね、使いやすい形に再編を行い利便性増進

各事業者が協調し、利便性の高い交通ネットワークの実現を図るため
共同経営計画の策定を検討

共同経営計画

地域公共交通網形成計画

地域公共交通計画
利便増進実施計画

前橋版MaaS環境構築
新モビリティサービス事業計画

相互に有効化

・幹線軸の設定
・公共交通利用環境の整備
・移動手段の効率化・高度化
・交通資源の総動員

・デジタル化、オープンデータ活用
・サービスの一元化
・新規決済サービス等の提供
・他産業連携
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令和２年度MaeMaaS実証実験
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MaeMaaS：MNC×交通系ICカード（Suica等）連携
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〇利用者が使いやすい環境の構築
〇複合的な連携による新たなサービス
〇ICT技術で公共交通を便利に利用
〇取得データの視覚化「スーパーダッシュ
ボード」を構築



MaeMaaSが目指すデータ連携・流通イメージ
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社会実装時の運用・推進体制令和３年度MaeMaaS（前橋版MaaS）実証実験にお
けるシステム構築推進体制

MaeMaaS社会実装に向けた推進体制

前橋市新モビリティサービス推進協議会
（事務局：前橋市）

【構成団体】
・前橋市、東日本旅客鉄道㈱高崎支社、
(一社)ICTまちづくり共通プラットフォーム推
進機構、㈱NTTデータ、㈱未来シェア、㈱
NTTドコモ群馬支店、国立大学法人群馬
大学、ecobike㈱、上毛電気鉄道㈱、
(一社)群馬県バス協会、前橋地区タク
シー協議会

国交省

申請
補助金交付

経産省

申請

事業委託

MaeMaaSオペレーター

MaaS基盤システム提供事業
者

前橋市
・運用補助

利用者

システム連携調整、交通事業者調整、地
域調整等のMaaSサービスの提供に必要と
なる「MaaSオペレーター」業務を担う団体
。

持続可能な運用体制とすべく、独禁法特
例法の活用による共同経営手法の活用も
視野に地域運行事業者を主体とする。

地域交通事業者
・JR
・私鉄
・バス

・タクシー等
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MaaS
サービス提供



バス路線の再編、タクシーサービスの利活用、デマンド交通の充実などといったフィジカルな充実を図るとともに、それらを統合しわかり
やすく案内・提供をし、データの利活用を有効化させるMaeMaaS環境を構築。
公共交通サービスを充実することにより、利用者の増加、自家用車依存社会からの転換を図る好循環モデルの構築に向け取り組
みを推進していく。 27

持続可能な公共交通の構築に向け


